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　 1年生 2年生 3年生
公園で 151 159 130
家で 115 107 122
外で  60  68  81
マンションの中庭・家の近所で  61  64  69
友だちの家で  47  40  11
学校・校庭で  33  16  15
としょかん・プール  15   2  10
あびっ子・がくどうで   9   6   6
親戚の家で   6   2   0
グランドで   1   9   7
ゆうえんち   4   5   3





































　 1年生 2年生 3年生
ゲーム・テレビ・シール 134 100  99
サッカー・野球・走る・練習遊び 112 105 105
おにごっこ，なわとび  84  77  82
公園の遊具で遊ぶ  29  31  17
ごっこあそび  16  18   7
きょうだいと遊ぶ  11   8   9
自転車・一輪車に乗る  14  38  18
虫・動物・植物・自然  13  18  21
遊具を使った遊び   7  10  13
本を読む   5   4   6
音楽（ピアノ・歌）   2 　   1
あびっ子・学童で遊ぶ   2 　 　











































群 N 平均値 標準偏差 t 値 自由度
有意確率
（両側） 
放課後生活空間評価尺度得点 戸外で 310 3.80 1.41
－2.82   485 p＜.01
室内で 177 4.18 1.44
友だちと一緒の空間下位尺度得点 戸外で 310 1.66 1.12
－2.31   485 p＜.05
室内で 177 1.91 1.17
体を動かす遊び空間下位尺度得点 戸外で 310 2.14 1.22
室内で 177 2.27 1.21 　 　 　
大人との関係得点 戸外で 310 0.69  .85
　2.67 319.7 p＜.01
室内で 177 0.45 1.00
表 2　2年生時の回答
群 N 平均値 標準偏差 t 値 自由度
有意確率
（両側） 
放課後生活空間評価尺度得点 戸外で 335 5.14 2.16
3.96 492 p＜.001
室内で 159 4.30 2.32
友だちと一緒の空間下位尺度得点 戸外で 335 2.52 1.17
3.13 492 p＜.01
室内で 159 2.16 1.24
体を動かす遊び空間下位尺度得点 戸外で 335 2.62 1.33
3.69 492 p＜.001
室内で 159 2.13 1.44
大人との関係得点 戸外で 335 0.45  .90

























3年生時の回答 群 N 平均値 標準偏差 t 値 自由度
有意確率 
（両側）
放課後生活空間評価尺度得点 戸外で 303 5.15 2.32
3.04 441 p＜.01
室内で 140 4.44 2.37
友だちと一緒の空間下位尺度得点 戸外で 303 2.49 1.19
室内で 141 2.33 1.25
体を動かす遊び空間下位尺度得点 戸外で 304 2.65 1.45
3.75 442 p＜.01
室内で 140 2.10 1.52
大人との関係得点 戸外で 304 1.44 .95 　 　 　
室内で 141 1.33 .97
43
小学校低学年児童の放課後の生活空間について
保することは喫緊の課題であろう。
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追記
　本研究は，平成 20～ 21年度科学研究費補助金挑戦的萌芽研究「子どもの声を適切に反映する自己点検
システムの開発」，平成 21年度こども未来財団委託調査研究「放課後子どもプランの実際の運営について
の自治体レベルでの評価指標作成に関する研究」，平成20・ 22年度「川村学園女子大学教育研究奨励研究」，
平成 24～ 26年度科学研究費補助金基盤研究（Ｃ）「放課後生活空間評価尺度の作成」などの助成を受け
て行った放課後子ども教室および児童の放課後の生活に関する一連の研究の一部である。
